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プレスリリース 2024 年 4 月 22 日 

プロロジス、茨城県古河市において 
BTS 型物流施設「プロロジスパーク古河 5」の 

竣工式を挙行 

「プロロジスパーク古河 5」 

物流不動産の所有・運営・開発のリーディング・グローバル企業であるプロロジス（日本本社：東京都千

代田区丸の内、代表取締役会長 兼 CEO：山田 御酒）は、茨城県古河市において、既存顧客の専用

（BTS 型）物流施設「プロロジスパーク古河 5」の竣工式を 15 日に挙行したことを発表しました。 

竣工式には、入居企業の関係者の方々、設計および施工を担う清水建設株式会社 代表取締役社長 

井上 和幸氏をはじめ、関係者の方々、プロロジスからは、代表取締役会長 兼 CEO 山田 御酒らが

参列し、施設の完成を祝いました。 

■ 「プロロジスパーク古河 5」 開発地： 「関東ど真ん中」に立地 

「プロロジスパーク古河 5」は、物流施設が集積するロジスティクスパークとして開発中の「プロロジス古

河プロジェクト フェーズ 2」の敷地内に開発されました。 

開発地は、関東地方のほぼ中央に位置する北利根工業団地内に立地しており、国道・高速道路を利用

して、東西南北の主要都市・港・空港まで約 1 時間で到達可能です。圏央道「五霞 IC」および「境古河 IC」

からは約 10 分で、関東全域のみならず、東北方面や関西方面へのアクセスもスムーズです。さらに、自

動車 30 分圏内には JR 宇都宮線沿線の住宅地があるなど、雇用にも有利な地域といえます。 

■ 「プロロジスパーク古河 5」 施設概要 

「プロロジスパーク古河 5」は、約 32,000 ㎡の敷地に地上 4 階建て、延床面積約 51,000 ㎡の専用（BTS

型）物流施設として開発されました。免震構造を採用し、入居企業の事業継続性に寄与します。 



(次頁へ続く) 

スロープを併設し、45 フィートコンテナセミトレーラーが 2 階のバースにも直接アクセス可能。1・2 階あわ

せて約 50 台分のトラックバースの他、敷地内には、約 40 台トラック待機場と、約 120 台の乗用車駐車

場を整備しています。 

さらに、環境負荷低減の一環として屋根面には自家消費型太陽光パネルを設置し、余剰電力が生じた

場合は「プロロジス古河プロジェクト フェーズ 2」各施設への電力供給、および他の施設への自己託送

によるグリーン電力の供給を実施します。非化石証書を活用することで、施設内で使用する電力は実質

的に 100%再生可能エネルギー由来（グリーン電力）かつ CO2 排出量ゼロとする予定です。 

倉庫内には通常の LED 照明比で電力使用量を半減できる高天井用センサー付きインテリジェント LED

照明（プロロジス共同開発）を設置します。合わせて、消費電力や水の使用量をリアルタイムでモニタリ

ングできる「プロロジススマートボックス」を導入します。同システムは、気温・湿度・雨量・風速・地震など

の気象・環境データも取得可能であり、データの活用・分析により、施設運営をサポートします。 

これらの取り組みにより、「プロロジスパーク古河 5」は、CASBEE（建築環境総合性能評価システム） A

ランク、および BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）の最高位 5 スターを取得予定であるとともに、

ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）認証を取得予定です。 

■ 「プロロジス古河プロジェクト フェーズ 2」について 

「プロロジス古河プロジェクト フェーズ 2」は、さまざまな用途で利用できるマルチパーパス型ロジスティ

クスパークとして開発を進めています。15 日に竣工式を挙行した BTS 型物流施設「プロロジスパーク古

河 5」とマルチテナント型物流施設「プロロジスパーク古河 4」、「プロロジスパーク古河 6」のほかに、2 棟

の物流施設の開発を計画しており、現在入居企業を募集しています。 

 

なお、北東隣では 3 つの BTS 型物流施設「プロロジスパーク古河 1・2・3」が稼働中です。 

■ 茨城県内のプロロジスパーク 

プロロジスは、茨城県内において、「プロロジスパーク古河 1・2・3・4」や「プロロジスパークつくば 1-A・1-

B・2・3」、マルチテナント型物流施設「プロロジスパーク常総」など 11 棟の物流施設を開発・運営中です。 



プロロジスは、今後もお客様の物流効率化のニーズにお応えすべく、物流施設の開発・運営を進めてま

いります。 

「プロロジスパーク古河 5」概要 

名 称 プロロジスパーク古河 5 

所 在 地 茨城県古河市北利根 15 番 10 

敷 地 面 積 32,134.81 ㎡（9,720.78 坪） 

延 床 面 積 51,192.31 ㎡ （15,485.67 坪）  

構 造 
地上 4 階建て免震構造、 
プレキャストプレストレストコンクリート造（PCaPC 造）、一部鉄骨造（S 造） 

着 工 2023 年 1 月 

竣 工 2024 年 4 月 

「プロロジス古河プロジェクト フェーズ 1」 「プロロジス古河プロジェクト フェーズ 2」 
 施設名称 施設種類 延床面積 募集状況 

プロロジス古河
プ ロ ジ ェ ク ト 
フェーズ 1 

プロロジスパーク古河 1 BTS 型 
35,840.66 ㎡

（約 10,841 坪） 
 

プロロジスパーク古河 2 BTS 型 
21,937.95 ㎡
（約 6,636 坪） 

 

プロロジスパーク古河 3 BTS 型 
31,265.83 ㎡
（約 9,157 坪） 

 

プロロジス古河
プ ロ ジ ェ ク ト 
フェーズ 2 

プロロジスパーク古河 4 マルチテナント型 
123,266.42 ㎡
（約 37,288 坪） 

募集中 

プロロジスパーク古河 5 BTS 型 
51,192.31 ㎡ 

（約 15,485 坪） 
 

プロロジスパーク古河 6 
マルチテナント型

（HAZMAT） 
8 棟約 8,900 ㎡
（約 2,700 坪） 

募集中 

プロロジスパーク古河 7 計画中 計画中  

プロロジスパーク古河 8 計画中 計画中  

 

本プレスリリースに関するお問い合わせ先 
プロロジス 広報室 

報道関係者お問い合わせフォーム 
https://ma.prologis.co.jp/form_inquiry_media 


